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1. まえがき  
今日、MPEG や、H,264 など現在の動画像の

符号化技術は高圧縮率を誇っている．  
今回の研究では、動画像の基本的な技術であ

る，フレーム間差分画像作成と量子化について

研究しました。  
 

2. 研究内容  
隣り合う 2枚のフレーム画像を用いてフレー
ム間差分画像を作成し，その差分画像を２，

４，８，１６の異なる量子化ステップサイズ

で量子化，逆量子化し，復元される画像の量

子化雑音を定量的に観測する．  
3. 研究に用いた画像  
今回の研究に用いた画像は 2 種類を 2枚ずつ

用いた．画像の形式は pgmである．  
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4. 研究の流れ  
研究は以下の流れで行った．  
１， フレーム間差分画像の作成  

  

    図３        図 4 
２，量子化と逆量子化  
３，画像の復元  
４，量子化雑音の測定  
５，平均情報量の測定  
６，平均情報量と量子化雑音のグラフ  
７，グラフの検証  
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5. 結果（グラフの検証より）  
量子化ステップサイズを 2 倍，つまり量子ビ

ット数を 1/2 倍にすることで，SNR が約６（ｄ
B）ずつ減ることが確認された  

 

6. 考察  
今回の量子化の手法の影響で，デットゾーン

が量子化ステップサイズによって大きく取ら

れたりした．そのため，SNR＝6.02N+1.76(ｄB)
とは多少離れた値が出たものと考えられる．  
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